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ケニアの日本語教育：概要

•教育機関: 大学、専門学校、小学校、高校、大使館

•人数：１８００人ぐらい

•日本語教師会：２０名程度（日本人は現在４人）

•交流基金の専門家(２００６年から）

•広報文化センター

•年中行事：日本語弁論大会、日本語能力試験、東アフリカ日本語教
育会議等



日本語が教えられている教育機関
• 総合大学 University 1) Minor （副専攻）：Kenyatta Univ、USIU

2) Elective course（選択外国語）：Strathmore Univ

3) Certificate course：Jomo Kenyatta Univ, Catholic Univ

• Middle Level College: As part of diploma / certificate courses of tourism, 
tour guide, wildlife service, etc. : Kenya Utalii College, Kenya Wildlife 
Service Training Institute, and other commercial colleges in Nairobi

• As extracurricular activities of primary / secondary schools（小学校のクラ
ブ活動として） : Karatina region

• 大使館での中級クラス









日本語教師会の活動（日本大使館と共催、
国際交流基金後援）

•日本語弁論大会(２００７年大会以来９回）：参加者１５－２０名ぐらい。
初級前半修了者が中心。日本についてのプレゼン、歌・寸劇の披露、
日本研修参加者のプレゼンなど。

•能力試験（２００６年から。それ以前は数回独自に開催。）：現在は７
０－８０人程度。多くがN5。

•東アフリカ日本語教育会議(過去４回）























広報文化センターの日本語教育関連事業

•日本文化祭

•のど自慢大会

• コスプレ大会

•日本映画上映会

•空手

•着物、空手、和太鼓のワークショップ、コンサートなど

�日本のファンの存在















現在の課題

•近年ナイロビ市街の専門学校がほとんど日本語をやらなくなってき
ている。テロなど、セキュリティー事情から観光客が激減。日本語
ができるツアーガイドも多すぎ、新に参入するのも難しくなってきた？

�そうした先生たちがほかの仕事につき始めている

•教師の日本語能力、教授能力 ←初級しか教えないので動機付けも
ない → 学習者も初級止まりがほとんど

•日本語を勉強しても就職になかなか結びつかない

•中国語と比較して、人気も頭打ち

•日本語教師会の運営に携われる先生の不足


